
 

 

 

 

 

 相談支援専門員は、次の①および②のいずれも満たすことが要件となっています。 

 

① 必要な実務経験を有していること（ 資料１ 参照） 

 

② ア、イ、ウいずれかの要件を満たしており、それらの研修を修了した年度の翌年度を

初年度として、５年目の年度末までに、現任研修を修了していること。以降、５年間ご

とに１回以上現任研修を受講することが必要（ 資料２ 参照） 

  

 ア 令和元年度～令和２年度に、福井県相談支援従事者初任者研修（７日間）を修了 

イ 平成１８～３０年度に、福井県相談支援従事者初任者研修（５日間）を修了 

ウ 平成１８～２０年度に、福井県相談支援従事者初任者研修（短期研修）を修了 

 

※福井県相談支援従事者初任者研修（短期研修）は、平成１２～１７年度に実施した福井県障害者ケアマネジメント従

事者研修の追加研修です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実務経験 

⇒ 資料１ を参照 
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初任者研修を修了した翌年度から 
５年を経過する場合 

⇒ 資料２ 

を参照 

相談支援従事者初任者研修 

相談支援専門員の要件について 

相談支援従事者
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別紙２ 

 



 

 

資料１ 



 

 

【 現任研修の受講について 】 

 

 相談支援専門員は、相談支援従事者初任者研修を修了し、修了した年度の翌年度を初年度として、５

年目の年度末までに、現任研修を修了する必要があります。以降、５年間ごとに１回以上現任研修を受

講することが必要です。 

 また、現任研修受講には、相談支援専門員としての実務経験が受講前の過去５年間に２年以上必要と

なります。 

 

例１ 令和２年度に相談支援従事者初任者研修を修了した場合 

         この５年間に１回以上の現任研修修了が必要        この５年間に１回以上の現任研修修了が必要 

 

Ｒ２年度 Ｒ３～４年度 Ｒ５年度 ～ Ｒ７年度 Ｒ８年度 ～ Ｒ１２年度 

相談支援従事

者研修初任者

研修を修了 

２年間の 

実務経験 

=受講不可= 

３年度目 ～ ５年度目 ６年度目 ～ １０年度目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例２ 平成１７年度に障害者ケアマネジメント従事者研修を修了し、平成２０年度に相談支援従事者初

任者研修（短期研修）を修了している場合 

            この５年間に１回以上の現任研修修了が必要    この５年間に１回以上の現任研修修了が必要 

 

１７年度 ２０年度 ２１年度 ～ ２５年度 ２６年度 ～ ３０年度 

障害者ケア

マネジメン

ト従事者研

修を修了 

相談支援従

事者初任者

研修（短期研

修）を修了 

初年度 ～ ５年度目 ６年度目 ～ １０年度目 

 

 

 

 

 

 

 相談支援従事者初任者研修を修了した年度の翌年度を初年度として、５年目の年度末までに現任研修

を修了しなかった場合（以降、５年間に１回以上現任研修を受講しなかった場合）は、５年度目の末日

以降、相談支援専門員の資格が失効します。この場合は、再度、相談支援従事者初任者研修を受講する

ことにより相談支援専門員として再び従事することができます。 

現任研修受講には最低２年間の実務経験が必要

なので、初任研修了後の翌年からの最初の５年

間においては３年度目以降に受講が可能 

初任者研修修了後からＲ７年度末までは、現任

研修を修了していなくても相談支援専門員と 

して配置可能 

初任者研修（短期研修）修了後から

２５年度末までは、現任研修を修了

していなくても相談支援専門員と 

して配置可能 

Ｒ７年度末までに現任研修を修了 

していれば、Ｒ８年度からＲ１２年度

末までは相談支援専門員として配置

可能 

現任研受講には受講前過去５年間に

２年以上の実務経験が必要 

資料２ 

現任研受講には受講前過去５年間に

２年以上の実務経験が必要 


